初級ミクロ経済学Ⅱ　練習問題C
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A　次の（架空の）総費用曲線のグラフを見て、括弧に当てはまる、最も適切な語句を下の選択肢から選べ（問1－6）。同じ語句を何度使ってもよい。縦軸は総費用である。
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ア）数量が0からA点までの領域では、限界費用曲線は（　問1　）である。
イ）数量がA点を超える領域における、限界費用曲線は（　問2　）である。
ウ）数量が0からA点までの領域では、平均費用曲線は（　問3　）である。
エ）数量がA点を超える領域における、平均費用曲線は（　問4　）である。
オ）数量が0からA点までの領域では、平均可変費用曲線は（　問5　）である。
カ）数量がA点を超える領域における、平均可変費用曲線は（　問6　）である。
・問1－6の選択肢
①右下がり　②右上がり　③水平　④垂直　⑤U字　⑥逆U字　
B　以下の問7―8に答えよ。
問7　独占市場についての説明として正しくないものを選択せよ。
①完全競争価格に比べ、価格が高止まりしてしまう。
②経済厚生が完全競争市場に比べて低下する。
③日本では独占禁止法に従って公正取引委員会が市場を監視している。
④限界収入と需要曲線が交わる点において市場価格が決まる。
問8　公共財についての説明として適切でないもの選択せよ。
①財に非排除性がある場合、料金徴収が難しい傾向がある。
②財の非競合性とは、Aさんが消費しても、Bさんの消費可能量が減少しない性質である。
③非排除性と非競合性を完全に満たす財は私的財と呼ばれる。
④公共財では私的財と異なって「ただ乗り」が発生しやすい。
B　次の文の括弧に当てはまる語句を下の選択肢から選べ（問9－15）。ただし、同じ語句を使っても良い。
企業は労働のみを生産要素として財を生産すると仮定する。この時、
[image: image2.wmf]x

を生産量、
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を労働投入量とする。
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は（　問9　）である生産関数の例で、
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は（　問10　）である生産関数の例である。
収穫逓減の生産関数では、生産規模が大きくなるに従がって、
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を1単位増加させた時に余分に生産される財の数量が（　問11　）する。逆に考えれば、生産量規模が大きくなるに従って、1単位財を余分に生産するために必要となる
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は（　問12　）する。よってこのような生産関数の場合は限界費用曲線が（　問13　）となる。
一方、収穫逓増の生産関数では、生産規模が大きくなるに従って、1単位財を余分に生産するために必要となる
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は（　問14　）する。よってS字の生産関数の場合は限界費用曲線が（　問15　）となる。
問9―15の選択肢
①規模に関して収穫逓減　②増加 ③右上がり　④逆U字　⑤右下がり　
⑥逆S字　⑦U字　⑧減少　⑨規模に関して収穫逓増

C　次の総費用曲線のグラフを見て、括弧に当てはまる、最も適切な語句を下の選択肢から選べ（問16－20）。同じ語句を何度使ってもよい。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 


原点からA点までの長さは（　問16　）費用の大きさを表している。平均費用を表すのは直線（　問17　）の傾きであり、平均可変費用の大きさを表すのは直線（　問18　）の傾きである。
ここで、総費用曲線の接線の傾きは（　問19　）費用に等しいことに注意すると、生産量がDの時、（　問19　）費用と（　問20　）費用が等しくなっていることがわかる。
・問16－20の選択肢
①平均　②S1　③S2　④TC　⑤固定　⑥平均可変　⑦操業　⑧総可変　⑨限界
D　次の費用曲線のグラフを見て、括弧に当てはまる、最も適切な語句を下の選択肢から選べ（問21－25）に答えよ。同じ語句を何度使ってもよい。
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 


　価格がB点の水準であるとする。このときの総収入は（　問21　）の面積で表される。一方、総費用は（　問22　）の面積で表されるので、（　問23　）の面積だけ赤字である。操業を停止した場合でも固定費用が発生するが、固定費用の大きさは（　問24　）の面積で表されるので、企業は操業を（　問25　）ほうが望ましい。
・問21－25の選択肢
①□ABFG　②□BCEF　③□CODE　④□ACEG　
⑤□BODF　⑥□AODG　⑦拡大する　⑧停止する　⑨続ける
E　問26－30　（今後作成予定）
F　次の図はある財市場の需要曲線D、限界費用曲線MC、限界収入曲線MRを描いたものである。問31‐35に答えよ。
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問31　この市場が完全競争であるとき、均衡価格と均衡数量の組み合わせを選択せよ。
①(価格、数量)＝(a、0)　　②(価格、数量)＝(b、g)　　③(価格、数量)＝(c、i)
④(価格、数量)＝(d、g)　　⑤(価格、数量)＝(0、i)
問32　この市場が完全競争であるとき、消費者余剰と生産者余剰の組み合わせを選択せよ。
①(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、df0)　②(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、bef0)
③(消費者余剰、生産者余剰)＝(ahc、ch0)  ④(消費者余剰、生産者余剰)＝(aefd、df0)
⑤(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、df0)

問33　この市場が独占であるとき、均衡価格と均衡数量の組み合わせを選択せよ。
①(価格、数量)＝(a、0)　　②(価格、数量)＝(b、g)　　③(価格、数量)＝(c、i)
④(価格、数量)＝(d、g)　　⑤(価格、数量)＝(0、i)
問34　この市場が独占であるとき、消費者余剰と生産者余剰の組み合わせを選択せよ。
①(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、df0)　②(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、bef0)
③(消費者余剰、生産者余剰)＝(ahc、ch0)  ④(消費者余剰、生産者余剰)＝(aefd、df0)
⑤(消費者余剰、生産者余剰)＝(aeb、df0)
問35　市場が完全競争から独占になったときの厚生の変化について適切なものを選択せよ。
①厚生は増加し、それは図のehfで表される。②厚生は増加し、それは図のbehfdで表される。
③厚生は減少し、それは図のehfで表される。④厚生は増加し、それは図のbehfdで表される。
⑤厚生は変化しない。
G　次の問36‐40に答えよ。
問36　（技術的）外部効果の例として適切でないものを選択せよ。
①川上の企業が流す汚水によって、川下の漁礁が被害を受けた。
②A社の工場の騒音で、隣のB社の従業員が病気になった。
③A社が賃金水準を引き上げたので、ライバルのB社への就職希望者が減少した。
④養蜂場ができたので、隣の果樹園の生産量が増加した。
⑤A社が高層マンションを建てたので、隣の農地が日陰となり収穫高が減少した。
問37　外部効果がある場合の政府の役割について、最も適切なものを選択せよ。
①正の外部効果が発生するとき、課税することによって過小生産を是正する。
②採算があうかどうかのみを考えて、高速道路を建設するかどうかを決定する。
③負の外部効果が発生するとき、補助金を与えることによって過剰生産を是正する。
④社会的費用の存在も考えて、高速道路を建設するかどうか決定する。
⑤一般に、政府が市場に介入しなくても解決されるので、何もするべきではない。
問38　公共財の要件としての「非競合性」の例として適切でないものを選択せよ。
①焼肉屋では、混雑していない限り友達と同時に焼肉を食べることができる。
②警察による治安の良さは、地域住民は同時に享受することができる。
③街灯の明かりを、近隣の人ならば同時に享受できる。
④空いているプールならば、他人と同時に利用することができる。
⑤映画館で席が満員でなければ、他人と同時に鑑賞することができる。
問39　公共財についての説明で最も適切なものを選択せよ。
①非競合性の問題によりフリーライダーがでてきてしまう。
②プライステイカーの問題により、料金徴収が難しく市場そのものが成立しない。
③日常の生活に、なくてはならないものなので公共財と呼ばれる。
④政府が供給するので公共財と呼ばれる。
⑤「非競合性」と「非排除性」の要素が、ある程度高い財は公共財とみなされる。
問40　必要な財を生産する公的企業の民営化について、最も適切なものを選択せよ。
①黒字の公的企業は民営化する必要はない。
②赤字の公的企業は民営化する必要がある。
③黒字の公的企業でも、生活に密着した財・サービスは民営化するべきではない。
④政府でも供給できる財・サービスならば民営化する必要はない。
⑤赤字の公的企業でも、民間で供給されない財・サービスは民営化するべきでない。
H　次の問41‐47に答えよ。
問41　ゲーム理論で扱うことのできる戦略的相互依存の状況として適切でないものを選択せよ。
①サッカーのPK戦　②チェスの勝負　③国際間で起こる領土問題などの紛争
④寡占市場における企業の供給量決定　⑤完全競争市場における企業の供給量決定
問42　同時手番ゲームとして適切なものを選択せよ。
①後出しありのじゃんけん　②将棋の一手　③ボーリングで勝負する
④試験の出題範囲を考える教員と、予想しヤマをはる学生　⑤ジグソーパズル
問43　小文字のアルファベットが上下を選択するPlayerの利得、大文字のアルファベットが左右を選択するPlayerの選択する利得である。
	
	左
	右

	上
	   a,A
	b,B

	下
	  c,C
	d,D


(下、右)という戦略の組み合わせのみが支配戦略の解となるための条件として適切なものを選択せよ。
①a>c，b>d、A>B，C>D　②a<c，b<d、A<B，C<D　③a>c，b<d、A>B，C<D　
④a<c，b>d、A<B，C>D　⑤a>c，b>d、A<B，C<D
問44　問32と同じ利得行列を考える。(上、左)、(下、右)という二つの戦略の組み合わせのみがともにナッシュ均衡となるための条件として適切なものを選択せよ。
①a>c，b>d、A>B，C>D　②a<c，b<d、A<B，C<D　③a>c，b<d、A>B，C<D　
④a<c，b>d、A<B，C>D　⑤a>c，b>d、A<B，C<D
問45　ナッシュ均衡に関する次の記述のうち適切なものを選択せよ。
①囚人のジレンマのナッシュ均衡はパレート最適である。
②ナッシュ均衡では相手の戦略に対して最適反応を取っている。
③ナッシュ均衡ならば支配戦略である。
④どんなゲームにも純粋戦略のナッシュ均衡が存在する。
⑤ナッシュ均衡が存在するなら、それは必ずひとつである。
問46　サブゲーム完全均衡に関する次の記述のうち適切なものを選択せよ。
①ナッシュ均衡ならばサブゲーム完全均衡である。
②サブゲーム完全均衡が存在するなら、それは必ずひとつである。
③サブゲーム完全均衡では、すべてのサブゲームでナッシュ均衡となっている。
④サブゲーム完全均衡では、から脅しが通用する。
⑤ゲームの木の全体はサブゲームに含まれない。
問47　最後通牒ゲームと呼ばれる次のような展開型ゲームを考える。プレイヤーは送り手と受け手の二人であり、送り手は1万円をどのように二人で分配するか受け手に提案する。送り手の戦略は自分の取り分をいくらにするかというものであり、受け手の戦略は送り手の戦略を呑むか否かとする。お互いの利得は互いの取り分である。このゲームのサブゲーム完全均衡を求めよ。
①(送り手の取り分、受け手の取り分)＝(1万円、0円)
②(送り手の取り分、受け手の取り分)＝(0万円、1万円)
③(送り手の取り分、受け手の取り分)＝(5千円、5千円)
④(送り手の取り分、受け手の取り分)＝(0円、0円)
⑤サブゲーム完全均衡は存在しない
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